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野鳥観察会

六射サンゴの化石（写真提供：日高山脈博物館）

サンゴの滝

日高自然の森自然観察教育林 （北海道沙
さ る

流郡日高町）

【概要】
　日高自然の森自然観察教育林は、北海道の脊

せきりょうぶ
梁部である「日高山脈」と、日本有数

の清流「沙
さ る

流川
がわ

」に囲まれた大自然に位置する 1,082ha のエリアです。
　日高山脈は、２つの巨大プレート（北米プレートとユーラシアプレート）が衝突す
る場所に位置し、プレートが衝突し進行した結果、約 1,300 万年前から山脈上昇が始
まり、山脈が形成されています。
　このため、中生代白亜紀の島孤－海溝系と大平洋地域の地質が、陸上で圧縮された
様子が観察できる世界でも有数の地域となっており、様々な岩石や鉱石などを見るこ
とができます。
　区域内にある「サンゴの滝」は、クロムなどの採掘が行われ、鉱石運搬路造成の際
に、沢水の導水対策としてトンネルが掘られ、人工的に作られた滝です。「六

ろく
射
しゃ

サンゴ」
の化石が発見されたことが名前の由来となっており、8,500 万年前ものはるか昔、こ
こが海の底だった証拠でもあります。

【見どころ】
　区域内の沢沿いには、昔からの大地の変化が分かる、様々な地層を観ることができ、
日高ヒスイなどの宝石やクロムなどの鉱石、森林部にはミズナラやウダイカンバなど
の樹木やオオサクラソウ、エンレイソウなどの草本植物が生育しており、キタキツネ
やエゾシマリスなどの北海道ならではの動物、アカゲラ、シジュウカラなどの野鳥を
観察しながら、ハイキングやトレッキングを楽しむことができます。また、真冬には「サ
ンゴの滝」の氷

ひょうばく
瀑（氷結した滝）も楽しむことができます。

　隣接している国立日高青少年自然の家では、雄大な自然のなかで自然体験やスポー
ツ、アウトドア活動、クラフト等の活動を楽しむことができます。グループや家族も
利用でき、キャンプ場をはじめ野外体験施設も整備されています。
　また、近隣にある野外スポーツ地域に指定されている「日高国際スキー場」は、日
高地方唯一の本格的スキー場で、眼下に広がる日高町の町並み、清流“沙流川”、芦

あしべつ
別

岳
だけ

や夕
ゆうばり

張岳
だけ

の遠望を楽しみながら、パウダースノーを滑走することができ、多くの来
訪者で賑わっています。
日高町 HP
http://www.town.hidaka.hokkaido.jp/

※新型コロナウィルス感染症対策の影響等もございますので、施設の開園やイベント開催状況については、
　事前に HP 等で情報をご確認ください。

【アクセス】
○電車等の場合（公共交通機関）
　札幌駅（JR 石

せきしょう
勝線：約 70 分）→ 占

しむかっぷ
冠 駅（日高町営バス：約 25 分）

　→日高総合支所（徒歩：約 15 分）→日高自然の森自然観察教育林
○車の場合　道央道 占冠 IC →日高自然の森自然観察教育林（約 15 分）

国立日高青少年自然の家 HP
https://hidaka.niye.go.jp/

 【 表紙の写真 】
富士を臨む樹氷の森

（早水健一、山梨県西桂町三ッ峠）
2017年度「わたしの美しの森フォ
トコンテスト」受賞作品
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害

に
よ
り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
全
て
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
復
旧
・
復

興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
等
に
林
野
庁
と

い
た
し
ま
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な
山
地
災
害
や
風
水
害
等
が
頻
発
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
森
林
の
有
す
る
山
地
災
害
防
止
機
能
や
水
源
涵

養
機
能
に
よ
り
国
民
の
皆
様
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
が
一

層
増
し
て
お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
被
災
地
で
の
災
害

調
査
に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
技
術
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災・減
災
、

国
土
強
靭
化
の
た
め
森
林
整
備
や
治
山
対
策
等
の
加
速
化
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

経
済
活
動
全
体
の
停
滞
の
影
響
か
ら
国
内
外
で
の
木
材
需
要
が
低
下
す
る

な
ど
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
お
い
て
も
甚
大
な
影
響
が
生
じ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
影
響
に
対
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
木
材
需
給
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、原
木
生
産
を
伴
わ
な
い
森
林
整
備
、木
材
の
消
費
拡
大
、

林
業
者
の
経
営
継
続
等
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
前
進
し
て
い
く
話
題
も
多

数
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
般
成
立
い
た
し
ま
し
た
森
林
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ

い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
組
合
間
の

多
様
な
連
携
手
法
の
導
入
、
事
業
の
執
行
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
地
域
の

林
業
経
営
の
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
系
統
組
織
の
経
営
の
発
展
を
実
現

し
、
山
元
へ
の
一
層
の
利
益
還
元
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
国
内
外
に
お
け
る
木
材
需
要
が
停
滞
し
た
も
の
の
、
国
内
で

は
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
参
加
企
業
が
店
舗
の
木
造
化

を
実
行
す
る
な
ど
民
間
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
が
着
実
に
進
展
し

つ
つ
あ
る
ほ
か
、
輸
出
に
つ
い
て
は
１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
累
計
で
前
年

の
木
材
輸
出
額
の
水
準
を
回
復
す
る
な
ど
、
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
昨
年
末
に
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
製
材
・
合
板
な
ど
の
付
加

価
値
の
高
い
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
み
、
輸
出
目
標
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、都
市
部
を
中
心
に
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
広
ま
る
中
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
方
移
住
へ
の
関

心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
３
密
」
で
な
い
森
林
空
間
で
の
楽

し
み
方
と
し
て
「
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
」
を
は
じ
め
様
々
な
利
用
方
法
も
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
林
野
庁
と
し
て
は
、
健
康
、
観
光
、
教
育
等
の
多
様
な

分
野
で
森
林
空
間
を
活
用
し
、新
た
な
雇
用
と
収
入
機
会
を
生
み
出
す
「
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

人
生
１
０
０
年
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
森
林
と
の
ふ
れ

あ
い
や
森
の
恵
み
を
享
受
し
な
が
ら
、
健
康
で
楽
し
く
心
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
を
目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ス
タ
イ
ル
」
の
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
明
る
い
兆
し
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的

な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
現
在
、こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
「
伐
っ
て
、使
っ

て
、
植
え
る
」
と
い
う
形
で
持
続
的
に
循
環
利
用
す
る
こ
と
を
通
じ
、
林

業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
の
適
切
な
管
理
を
両
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
林
業
従
事
者
等

の
確
保
・
育
成
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
自
動
化
機
械
の
開
発
、

木
質
系
新
素
材
の
開
発
等
の
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
組
や
、
木

材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
、
都
市
建
築
の
木
造
化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
木
質
建

築
資
材
の
利
用
拡
大
、
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
間
伐
や
主
伐
後
の

再
造
林
等
の
森
林
整
備
と
そ
の
基
盤
と
な
る
強
靱
な
幹
線
林
道
等
の
路
網

整
備
や
、
近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
い
激
甚
化
・
同
時
多
発
化
の
リ
ス
ク

が
増
大
す
る
山
地
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策
を
一
層
強
化
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
か
ら
２
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
全
国
各

地
で
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
様
々
な
活
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
優
良
事
例
の
横
展
開
を
図
る
な
ど
、
一
層
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
林
業
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
め
昨
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
国
有
林
の
樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
の
木
材
需
給
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
慎
重
に
対
応
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　
最
後
に
、
本
年
の
ト
ピ
ッ
ク
を
四
点
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
変
更
で
す
。
森
林
・
林
業
基
本
計
画
は
、

森
林
・
林
業
基
本
法
に
基
づ
き
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
現
行
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
績
や
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
６
月
頃
の
閣
議
決
定
に
向
け
鋭
意
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
主
な
論
点
と
し
て
、
再
造

林
の
推
進
な
ど
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
、
持
続
的
な
林
業
・
木
材
産
業

の
実
現
、
都
市
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
な
ど
木
材
需
要
の
拡
大
等

を
考
え
て
お
り
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
展
望
を
描
け
る
計
画
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
に
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
で
す
。
本
改
正
で
は
、
高
齢
級
化
が
進
む
我
が
国
の
人
工
林
に
お

い
て
森
林
吸
収
量
が
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

間
伐
等
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
同
法
に
基
づ
く
支
援
措
置
の
期
限
を

延
長
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
（
特
定
母
樹
か
ら
育
て

た
苗
木
）
を
積
極
的
に
活
用
し
た
再
造
林
を
促
進
す
る
こ
と
で
森
林
の
若

返
り
を
進
め
る
な
ど
、
パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
や
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
つ
目
に
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
で
す
。

　
本
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
を
契
機
と
し
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
た
Ｄ
Ｘ

の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
て
い
く
年
で
あ
り
ま
す
。
国
内
の
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

需
要
に
即
し
て
木
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
林
業
・
木
材
産
業
の
皆
様
と
と
も
に
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
つ
な
ぎ
、
デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
「
林

業
Ｄ
Ｘ
」
の
実
現
に
向
け
て
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　
最
後
に
、
前
述
で
も
触
れ
ま
し
た
と
お
り
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実

現
に
向
け
た
取
組
で
す
。
こ
の
壮
大
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
林
野
庁
が
担
う
責
務
も
重
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
再
造
林
等
の
森
林
の
若
返
り
に
資
す
る
森
林
整
備
や
民
間
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
利
用
の
拡
大
な
ど
を
着
実
に
推
進
し
こ
の
目
標
の
実
現
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
森
林
の
恵
み
を

末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
日
々
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。
林
業
・
木
材
産
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
そ
し
て
国
民

の
皆
様
の
御
協
力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
現
在
直
面
し
て
い
る
未
曽
有
の
課
題
を
打
破
し
、
本
年
が
皆

様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

林
野
庁
長
官　

本
郷
浩
二

　
年
頭
所
感
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　大規模な土砂崩れや洪水・浸水といった災害を防ぐには、
森林をしっかりと整備していくことが必要になります。

しかし、森林所有者の経営意欲の低下や担い手不足により、整備不足の森林が増えています。
　このような中、市町村などが、森林所有者に代わって森林整備を行うための財源として
「森林環境譲与税」が導入され、間伐等の森林整備の取組のほか、人材の育成や木材利用、

普及啓発などの森林整備を促進するための取組が進められています。
　ここでは、全国でスタートした同税を活用した取組について御紹介いたします。

全国で森林環境譲与税を
活用した取組がスタート

間伐の実施前後の状況（兵庫県養父市）

公共施設の木質化（神奈川県川崎市）間伐の実施状況（和歌山県かつらぎ町）
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市
町
村
に
お
け
る

取
組
状
況
（
概
要
）

　

平
成
31
年
３
月
に｢

森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律｣

が
成

立
・
公
布
さ
れ
、
令
和
元
年
度
か
ら
森
林
環

境
譲
与
税
の
市
町
村
や
都
道
府
県
へ
の
譲
与

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
の
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
状
況
を
全
国

１
，
７
４
１
市
町
村
（
特
別
区
を
含
み
ま
す
）

に
聞
き
取
り
を
し
、
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、

全
市
町
村
の
５
割
が
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

や
整
備
に
向
け
た
準
備
作
業
な
ど
、
森
林
整

備
関
係
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

項　　　　目 主　な　取　組
間伐等の森林整備関係（924市町村）

主
な
取
組

意向調査、意向調査の準備等（701市町村） 意向調査実施面積：約12.5万ha

間伐等の森林整備（359市町村）

森林整備面積：約5.9千ha
（うち間伐面積：約3.6千ha）
森林作業道の整備：約89千m
林道・林業専用道の整備：約１千m

人材の育成・担い手の確保関係（225市町村） 研修等の参加者数：約6.5千人
木材利用・普及啓発（390市町村）

主
な
取
組

公共建築物等の木造化・木質化（189市町村） 木材利用量：約5.4千㎥

森林・林業・木材普及活動等（240市町村） イベント、講習会等：約900回
参加者等：約88千人

都　道　府　県

市　　町　　村

交　付　税　及　び　譲　与　税　配　付　金　特　別　会　計

注 ： 一部の団体においては超過課税が実施されている。

国

● 間伐（境界画定、路網の整備等を含む）
● 人材育成・担い手確保
● 木材利用促進、普及啓発 等

公 益 的 機 能 の 発 揮

等

都　道　府　県
森林環境譲与税 

市　　町　　村

国
税

森林環境税 1,000 円／年
（賦課徴収は市町村が行う）

個
人
住
民
税

均
等
割

道府県民税 1,000 円／年

市町村民税 3,000 円／年

災害防止・
国土保全機能

地球温暖化
防止機能 水源涵養機能

● 市町村の支援 等

納税義務者 約 6,200 万人

令和６年度から施行 令和元年度から施行

インターネットの利用等に
より使途を公表

インターネットの利用等により
使途を公表

賦
課
決
定

私有林人工林面積（林野率により補正）、林業就業者数、人口により按分

※市町村数については重複有り

全国で森林環境譲与税を活用した取組がスタート

図２　制度設計のイメージ

表１　市町村における令和元年度の取組

図１　市町村による森林環境譲与税の使途の状況（重複あり）
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市
町
村
に
お
け
る
取
組
事
例

（
１
）	森
林
整
備
に
関
す
る

	

取
組
に
つ
い
て

①	

手
入
れ
不
足
森
林
の
解
消
に
向
け
た

	

間
伐
の
実
施
（
兵
庫
県
養や

ぶ

し
父
市
）

　
兵
庫
県
養
父
市
で
は
、
手
入
れ
不
足
の
森

林
の
解
消
を
図
る
た
め
、
市
が
初
年
度
の
試

行
的
な
取
組
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理
制
度

に
基
づ
く
間
伐
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
10
年
間
手
入
れ
を
実
施

し
た
履
歴
が
な
く
、
危
険
渓
流
域
も
し
く
は

30
度
以
上
の
急
傾
斜
地
の
私
有
林
人
工
林
を

対
象
に
、
森
林
所
有
者
へ
の
訪
問
・
説
明
を

森
林
組
合
と
連
携
し
て
行
い
、
森
林
所
有
者

か
ら
市
に
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
申

し
出
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
が
森
林

所
有
者
に
代
わ
っ
て
間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。 

②	

森
林
環
境
改
善
等
を
目
的
と
し
た

	

森
林
整
備
の
取
組（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町ち

ょ
う）

　
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、
森
林
災
害

の
防
止
と
森
林
環
境
の
改
善
を
図
る
観
点
か

ら
、
県
が
定
め
て
い
る
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に

則の
っ
とり
設
定
し
た
「
環
境
林
」
を
対
象
と
し
て

森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
環
境
林
の
う
ち
、
路
網
整

備
が
困
難
で
、
こ
れ
ま
で
森
林
整
備
が
行
き

届
か
な
か
っ
た
地
域
を
対
象
と
し
た
間
伐
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
作

業
道
が
被
災
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
間
伐
が

中
断
し
て
し
ま
う
事
案
が
発
生
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
作
業
道
復
旧
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
で
円
滑
な
事
業
継
続
を
促
し
ま
す
。

③	

計
画
的
に
森
林
所
有
者
へ
の

	

意
向
調
査
を
推
進
（
秋
田
県
大お

お
だ
て
し

館
市
）

　
秋
田
県
大
館
市
で
は
、
お
お
む
ね
20
年
を

掛
け
て
森
林
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
４
名
の
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
を
雇
用
し
、森
林
経
営
管
理
制
度
に
基

づ
く
意
向
調
査
の
対
象
森
林
の
抽
出
や
意
向
調

査
を
実
施
し
、経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。令
和
２
年
度
に
は
林
業
経
営
者
へ

の
再
委
託
ま
た
は
市
に
よ
る
間
伐
等
を
行
う
な

ど
、計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

 

に
、
全
市
町
村
の
１
割
が
、
森
林
整
備
に
不

可
欠
と
な
る
人
材
育
成
や
担
い
手
の
育
成
・

確
保
に
、
全
市
町
村
の
２
割
が
、
木
材
利
用

や
普
及
啓
発
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
（
図
１
）。

　
な
お
、
４
割
の
市
町
村
で
は
、
譲
与
額
を

全
額
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
が
、
複

数
年
度
分
の
譲
与
税
を
ま
と
め
て
執
行
す
る
、

あ
る
い
は
次
年
度
以
降
の
森
林
整
備
に
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
取
組
内
容
は
様
々
で
す
が
、
主
な

取
組
の
実
績
値
を
整
理
し
た
も
の
が
表
１
で

す
。
森
林
経
営
管
理
制
度（
※
）に
基
づ
く
森
林

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
が
約
12
・
５
万
ha
実

施
さ
れ
た
ほ
か
、
間
伐
に
つ
い
て
も
、
約
３
，

６
０
０
ha
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

森
林
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
災
害
防
止
等

の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
※
）
森
林
経
営
管
理
制
度
…
手
入
れ
の
行
き
届

い
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

森
林
所
有
者
か
ら
経
営
管
理
の
委
託
を

受
け
、
林
業
経
営
者
へ
の
再
委
託
や
市
町

村
に
よ
る
公
的
な
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
森
林
の
経
営
管
理
を
確
保
し
、
林
業

の
成
長
産
業
化
と
森
林
の
適
切
な
管
理
の

両
立
を
図
る
た
め
の
制
度

間伐前の状況（和歌山県かつらぎ町）

地区座談会の様子（秋田県大館市）

間伐後の状況（和歌山県かつらぎ町）
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実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、公
共
施
設
の
一
部
の
木
質

化
や
不
特
定
多
数
の
市
民
が
集
ま
る
店
舗
等
に

対
し
て
木
質
化
の
支
援
等
を
行
い
、多
く
の
市

民
が
木
に
触
れ
ら
れ
る
空
間
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
都
市
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携

し
、
常
時
２
万
人
が
行
き
交
う
駅
前
通
路
に

お
い
て
、
木
に
触
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
木
育
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
来
場
者
か
ら

大
変
な
好
評
を
得
る
な
ど
、
効
果
的
な
普
及

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

②	

自
治
体
間
の
連
携
に
よ
る

	

森
林
整
備
や
交
流
の
実
施

	

（
東
京
都
豊
島
区
×
埼
玉
県
秩
父
市
）

　
東
京
都
豊
島
区
で
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

④	

広
葉
樹
林
化
を
目
指
し
た
取
組

	

（
静
岡
県
三み

し
ま
し

島
市
）

　
静
岡
県
三
島
市
で
は
、
手
入
れ
が
遅
れ
て

い
る
人
工
林
の
う
ち
、
林
業
経
営
に
適
さ
な

い
森
林
に
つ
い
て
は
、
広
葉
樹
林
化
を
目
指

し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、
今
後
森
林
経
営
管
理
制

度
に
基
づ
き
広
葉
樹
林
化
を
進
め
て
い
く
た

め
の
モ
デ
ル
林
を
整
備
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル

林
の
一
部
で
は
、
市
民
へ
の
森
林
に
関
す
る

普
及
啓
発
を
兼
ね
て
市
民
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
植
林
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）	人
材
の
育
成
及
び
担
い
手
の

	
確
保
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

他
圏
域
か
ら
の
労
働
力
支
援（
宮
崎
県
日に

ち
な
ん
し

南
市
）

　
宮
崎
県
日
南
市
で
は
、
繁
忙
期
の
労
働
力

確
保
の
た
め
、
他
圏
域
か
ら
の
人
材
の
派
遣

を
促
す
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
下
刈
り
等
の
山
を
守
る
施

業
に
必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
閑
散

期
等
の
他
の
圏
域
か
ら
一
定
期
間
以
上
の
出

向
（
派
遣
）
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
に
夏
場
の
過
酷
な
労
働
環
境
の

改
善
を
目
的
と
し
て
、
空
調
服
等
の
整
備
を

支
援
し
ま
し
た
。

（
３
）	木
材
の
利
用
の
促
進
や

	

普
及
啓
発
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

①	

公
共
施
設
や
不
特
定
多
数
の

	

市
民
利
用
施
設
の
木
質
化

	

（
神
奈
川
県
川か

わ
さ
き
し

崎
市
）

　
神
奈
川
県
川
崎
市
で
は
、
誰
も
が
木
の
良

さ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
都
市
の
森
」
の

全国で森林環境譲与税を活用した取組がスタート

広葉樹の植栽状況（静岡県三島市）夏場の施業（下刈り、宮崎県日南市）

熱中症対策資材の空調服（宮崎県日南市）

民間建築物の木質化（神奈川県川崎市）

木育イベント（神奈川県川崎市）
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埼
玉
県
秩
父
市
と
森
林
整
備
協
定
を
締
結
し
、

豊
島
区
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
秩

父
市
の
森
林
を「
と
し
ま
の
森
」
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
豊

島
区
で
排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
森
林
整
備
に

よ
っ
て
吸
収
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
区
民
の
環
境
教
育
の
場
が
で
き
、
秩
父

市
は
、
森
林
の
再
生
が
で
き
る
な
ど
、
お
互

い
に
環
境
面
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

ま
し
た
。都

道
府
県
に
お
け
る

取
組
状
況

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
の
主
体
と
な
る

市
町
村
に
お
い
て
は
、
林
業
専
門
の
部
署
や

職
員
が
い
な
い・
少
な
い
な
ど
、
体
制
が
十

分
で
は
な
い
市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
は
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
市
町
村
支
援
等
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
町
村
に
提
供
す
る
森
林

情
報
の
精
度
向
上・
高
度
化
を
は
じ
め
、
県

レ
ベ
ル
で
の
市
町
村
に
対
す
る
事
業
支
援
団

体
の
運
営
支
援
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
市
町
村
へ
の
派
遣
、
市
町
村
職
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与

が
始
ま
っ
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
各
市

町
村
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
御
紹
介
し
た

取
組
事
例
の
ほ
か
に
も
、
全
国
の
多
様
な
事

例
を
林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
林
野
庁　

森
林
環
境
譲
与
税
」
で
検
索
）
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
本
報
告
に
お
け
る
掲
載
写
真
は
令
和
元
年
度
に

開
催・撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。）

森林経営推進センターによる業務支援（島根県）

森林での作業の様子（としまの森）

「としまの森」の取組のながれ

森林経営管理市町村サポートセンターによる説明会（鹿児島県）

環境交流事業の様子（秩父市内）

全国で森林環境譲与税を活用した取組がスタート

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/keikaku/
kankyouzei/torikum

izyoukyou.htm
l
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　森林・林業基本計画は、森林・林業基本法に基づき、政府が、森林及び林業に関する施策の総合的かつ計画的な推進を
図るために定めるものです。基本計画は、様々な情勢の変化などを踏まえ、おおむね５年ごとに変更することとされて
います。平成28年度に策定した現在の基本計画は、今年で変更後５年が経過するため、今年６月頃までに新たな計画
をつくることを目指しています。
　令和初となる基本計画の変更に向けて、昨年10月から林政審議会での議論が始まりました。林政審議会では、森林・
林業・木材産業をめぐる情勢や施策の評価について整理し、以下の課題が示されたところです。これらを踏まえ、引き
続き各施策についての議論を進めていきます（検討状況は次号以降、２月号・３月号でご紹介していきます）。

　　　森林について
　利用期を迎えた人工林の主伐が増加する中、将来にわたって森林資源を持
続的に利用するため、主伐後の再造林を確保することが課題です。
　また、近年、集中豪雨等による山地災害が頻

ひんぱつ

発する中、災害に強く多様で健
全な森林づくりを進めることが重要です。

　　　林業・木材産業について
　林業経営体の生産性や経営力の向上等を通じ、持続的な林業経営をいかに
実現するかが課題です。また、減少傾向にある林業従事者の育成・確保に取り
組む必要があります。さらに、地域の森林資源を持続的に利用しつつ、木材産
業の競争力を高めることも重要です。

　　　木材利用について
　国産材の利用拡大を図るため、都市部等の民間・非住宅建築物での木材利用
や国産材輸出など、新たな分野における木材需要の創出が課題です。また、民
間企業や消費者に対する情報発信等を通じ、国産材利用への理解と意識の醸
成を図ることが重要です。

政策全般に共通して検討すべき内容として、以下の事項が挙げられています。
● エリートツリーやICT等の最新技術の活用
● 地球温暖化防止に向けたCO2の吸収・固定量の確保
● 人口減少・少子高齢化が進む山村地域の活性化への寄与

主なスケジュール

  Step１ （終了しました）

  意見募集

令和２年７月頃
一般の方や事業者等の皆
様に対し、現在の森林・林
業・木材産業施策につい
ての意見を募集

  Step４
  閣議決定・国会報告

令和３年６月頃

新たな基本計画

共
通
事
項

（㈱竹中工務店提供）

主 な 課 題

  Step２ （現在審議中です）

  林政審議会での審議

令和２年10月～令和３年５月頃　　　　
●	主要テーマごとに分けて議論、論点の
整理、新たな基本計画案の作成

●	新たな基本計画案について、広く国民
へ意見を募集

  Step３
  パブリックコメント



　

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
案
と
令
和
３
年

度
当
初
予
算
案
の
う
ち
林
野
庁
関
係
部
分
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
総

額
４
，５
８
８
億
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
公
共
事
業（
治
山
事
業
・
森
林
整
備
事
業
）
は
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
と
し
て

１
，８
６
８
億
円
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
し
て
９
５
７
億
円
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強

化
対
策（
非
公
共
）
64
億
円（
当
初
・
補
正
）
を
措
置
し
、
総
額
２
，８
８
９
億
円
を
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
整
備
事
業    　

   　

 【
３
当
初：
１
，２
４
８
億
円
、
２
補
正：
４
９
６
億
円
】

　　
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
と
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
、
国
土
強
靱
化
や
地
球
温
暖

化
防
止
等
に
も
貢
献
す
る
た
め
、
間
伐
や
主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・

改
良
等
を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業    　

  　
　
　
　

 【
３
当
初：
６
１
９
億
円
、
２
補
正：
４
６
１
億
円
】

　　
激
甚
な
山
地
災
害
か
ら
の
復
旧
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
豪
雨
の
増
加
等
を
踏
ま

え
、
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
的
な
対
策
、
渓
流
域
に
お
け
る

危
険
木
伐
採
等
に
よ
る
流
木
対
策
等
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
防
災･

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
、
森
林

の
防
災･

保
水
機
能
を
適
切
に
発
揮
す
る
た
め
に
森
林
整
備･

治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策    　

  
 【

３
当
初：
１
２
３
億
円
、
関
連
予
算：
１
億
円
、
２
補
正：
３
６
８
億
円
の
内
数
】

　　
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
〉

　
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
育
成
し
、
木
材
生
産
を
通
じ
た
持
続
的
な
林
業
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規
模
化
の
た
め
の
共
同
販
売
体
制
の
構
築
、
主
伐
と

再
造
林
を
一
貫
し
て
行
う
施
業
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

労
働
安
全
・
省
力
化
に
資
す
る
木
材
加
工
流
通
施
設
、
特
用
林
産
振
興
施
設
の
整
備
等
を
総

合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
木
材
需
要
の
停
滞
を
踏
ま
え
、

保
育
間
伐
、
造
林
・
下
刈
り
等
の
原
木
生
産
を
伴
わ
な
い
森
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

〈
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
総
合
対
策
〉

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
資
源
管
理
・
生
産
管
理
を
行
う
ス
マ
ー
ト
林
業
、
早
生
樹
・
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
等
の
利
用
拡
大
、
植
林
作
業
の
自
動
化
機
械
や
木
質
系
新
素
材
の
開
発
等
に
よ
る
「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

〈
木
材
の
需
要
拡
大
・
流
通
改
革
〉

　
都
市
に
お
け
る
木
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
木
質
耐
火
部
材
等
の
利
用
実
証
、
先
駆
的
な

建
築
物
・
街
づ
く
り
の
実
証
と
い
っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
等
の
利
用
環
境
の
整
備
、

大
径
化
し
た
原
木
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
製
品
（
内
装
材
等
）
の
開
発
、
民
間
と
の
連
携

に
よ
る
中
高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
促
進
、
無
垢
材
も
活
用
し
た
オ
フ
ィ

ス
等
非
住
宅
建
築
物
の
内
装
の
木
質
化
の
促
進
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
等
に
よ

る
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
、
高
耐
久
処
理
木
材
等
の
高
付
加
価
値
な
木
材
製
品
の
輸
出
の

区分 ２年度
予算額

３年度
概　算
決定額

Ａ

２ 年度補正追加額

A＋ETPP等
対策

B

防災
・減災

C

災害
復旧等

D

合計

E＝
B＋C＋D

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,931 1,970 158 799 386 1,343 3.313
（対前年度比） （102.0%） （171.6%）

　一般公共事業費 1,830 1,868 158 799 － 957 2,825
（対前年度比） （102.1%） （154.4%）

　　治山事業費 607 619 － 461 － 461 1,080
（対前年度比） （102.1%） （178.0%）

　　森林整備事業費 1,223 1,248 158 338 － 496 1,744
（対前年度比） （102.1%） （142.6%）

　災害復旧等事業費 102 103 － － 386 386 489
（対前年度比） （101.2%） （481.0%）

非公共事業費
（対前年度比）

1,075 1,063 212 － － 212 1,275
（98.9%） （118.6%）

合計
（対前年度比）

3,006 3,033 370 799 386 1,555 4,588 
（100.9%） （152.6%）

令和３年度　林野関係予算の概要 令和２年12月

（注）１	林野公共関係予算の総合計は2,889億円（令和３年度当初予算概算決定額として林野公共事業1,868億円、
	 令和２年度補正予算額として林野公共事業957億円のほか、路網の整備・機能強化対策（非公共）64億円（当初・補正）を措置）。
　　 2	 上記のほか、農山漁村地域整備交付金、農山漁村振興交付金及び官民一体となった海外での販売力の強化に、林野関係事業を措置している。
　　 3	 計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。

令和３年度当初予算案、
令和２年度第３次補正予算案の決定
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拡
大
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的
活
用
の
た
め
の
地
域
の
体
制
づ
く
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
向
け
た
実
需
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

〈
現
場
技
能
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
林
業
労
働
安
全
対
策
〉

　
林
業
の
現
場
管
理
責
任
者
や
統
括
現
場
管
理
責
任
者
、
施
業
の
集
約
化
を
担
う
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
木
材
の
有
利
販
売
等
に
取
り
組
む
経
営
者
（
森
林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
の
育

成
、
林
業
労
働
安
全
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
等
を
支
援
し
ま
す
。

合
板・
製
材・
集
成
材
国
際
競
争
力
強
化・
輸
出
促
進
対
策    　

 
 【

２
補
正：
３
６
３
億
円
】

　　
合
板
・
製
材
・
構
造
用
集
成
材
等
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
路
網
の
整
備
・
機

能
強
化
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
伐
採
・
造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
の
導

入
・
実
証
、
加
工
施
設
の
大
規
模
化
・
高
効
率
化
や
輸
出
向
け
等
の
高
付
加
価
値
品
目
へ
の

転
換
、
輸
出
先
国
の
規
格
・
基
準
等
に
対
応
し
た
製
品
の
技
術
開
発
や
合
法
性
を
確
認
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
調
査
、
木
材
製
品
等
の
技
術
開
発
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
再
造
林
等
の
森
林
の
若
返
り
を
図
る
た
め

の
森
林
整
備
を
実
施
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
木
造
建
築
等
の
木
材
利
用
や
、
林
地
残
材
の

利
用
拡
大
に
向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
緑
の
人
づ
く
り
」
総
合
支
援
対
策     【
３
当
初：47
億
円
、
２
補
正：２
億
円
】

　　
林
業
へ
の
就
業
前
の
青
年
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
、
新
規
就
業
者
を
現
場
技
能
者
に
育

成
す
る
た
め
の
研
修
、
高
校
生
や
社
会
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
支
援
を
行
え
る
技
術
者
の
育
成
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
氷
河
期
世
代
が
新
規
就
業
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
林
業
へ
の
適

性
を
見
極
め
る
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
（
短
期
研
修
）
等
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
森
林
空
間
利
用
創
出
対
策    　

   　
　
　

   

【
３
当
初：
１
億
円
】

　　
働
き
方
改
革
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
資
す
る
健
康
・
観
光
・
教
育
と
い
っ
た
分
野
で
の

森
林
空
間
の
活
用
を
図
る
た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
モ
デ

ル
的
な
実
施
、
国
有
林
の
観
光
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
、
木
道

整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

森
林・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策    　
　
　
　
　

  【
３
当
初：
14
億
円
】

　　
森
林
の
多
面
的
機
能
発
揮
と
と
も
に
関
係
人
口
の
創
出
を
通
じ
、
山
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
や
地
域
外
関
係
者
等
に
よ
る
活
動
組
織
が

実
施
す
る
森
林
の
保
全
管
理
、
森
林
資
源
の
活
用
を
図
る
取
組
等
を
支
援
し
ま
す
。

＜対策のポイント＞　意欲と能力のある林業経営者の育成や経営の集積・集約化を進めるため、路網の整備・機能強化、間伐、木材加
工流通施設の整備、スマート林業・新素材開発等の「林業イノベーション」の推進、都市の木造化の促進、木質建築資材の利用環境整備等、
川上から川下までの取組を総合的に支援します。

＜政策目標＞　国産材の供給・利用量の増加（30百万㎥ ［平成 30年］→　40百万㎥ ［令和７年まで］）

　　　　　　　　　　　林業成長産業化総合対策 
【令和３年度予算概算決定額　12,313（12,868）百万円】
（関連予算）【令和３年度予算概算決定額　104百万円】
（令和２年度第３次補正予算額　36,765百万円の内数）
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隠
岐
島
後
地
域
の
概
要

　

隠
岐
島ど
う
ご後
地
域
で
あ
る
島

根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
は
、

島
根
半
島
か
ら
北
東
に
約

70‌

km
の
海
上
に
位
置
し
、
隠

岐
群
島
最
大
の
町
で
す
。
北

部
を
除
い
た
大
部
分
は
、
海

洋
性
気
候
に
よ
り
暖
冬
涼
夏

で
あ
り
、
隠
岐
を
北
限
と
す

る
魚
介
類
や
植
物
も
多
く
生

息
し
て
い
ま
す
。
離
島
の
大

地
を
生
ん
だ
成
り
立
ち
や
生

物
相
の
独
自
性
か
ら
平
成
21

年
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
、

平
成
25
年
に
は
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
地
域
の
森
林
面
積
は
約
２
・

１
万
ha
で
森
林
率
は
87
％
、

隠岐島前地域

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓴

ス
ギ
を
中
心
と
す
る
人
工
林

約
１・
０
万
ha
の
う
ち
８
割

は
、
標
準
伐
期
齢
を
超
え
て

お
り
、
循
環
型
林
業
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
主
伐
に
よ

る
木
材
生
産
と
跡
地
の
確
実

な
森
林
再
生
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。地

域
構
想

　
地
域
内
に
は
、
森
林
組
合

の
ほ
か
に
伐
採
か
ら
植
栽
・

保
育
を
行
う
林
業
事
業
体
が

４
社
、
製
材
工
場
が
１
社
あ

り
ま
す
。
島
内
需
要
は
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

26
年
３
月
に
林
業
事
業
体
・

製
材
工
場
で
構
成
す
る
「
隠

岐（
し
ま
）の
木
出
荷
共
同

島
根
県
隠
岐
島
後
地
域

離
島
地
域
に
お
け
る

林
業
成
長
産
業
化

モ
デ
ル
の
創
出

隠岐島後地域
（隠岐の島町）

総土地面積 24,282ha
森 林 面 積 21,052ha
人　　　口 14,109人（９／１現在）

隠岐島後地域
（隠岐の島町）

島根県「隠岐島後地域」林業成長産業化地域構想
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体
」
❶
を
設
立
し
、
本
土

の
合
板
工
場
や
木
材
市
場

等
へ
船
舶
に
よ
る
共
同
出

荷
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

離
島
ゆ
え
に
海
上
輸
送

費
が
か
か
り
本
土
の
地
域

に
比
べ
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま

す
が
、
原
木
生
産
の
低
コ

ス
ト
化
を
図
り
つ
つ
、
島

外
に
向
け
原
木
や
高
品
質
・

高
付
加
価
値
製
品
の
出
荷

拡
大
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
と
今
後
の
取
組

①	

低
コ
ス
ト
造
林
を
図
る
た
め
、
一
貫
施
業
に
用
い
ら
れ
る

コ
ン
テ
ナ
苗
の
多
時
期
播
種
（
４
月
、
６
月
、
９
月
播
種
）

の
実
証
試
験
❷
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、出
荷
に
向
け
た
目
途
が

立
ち
ま
し
た
。
伐
採
計
画
に
応
じ
た
安
定
的
な
コ
ン
テ
ナ

苗
生
産
を
進
め
地
域
内
自
給
率
１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す
。

②	

夏
の
過
酷
な
下
刈
の
労
働
負
荷
軽
減
に
向
け
自
走
式
刈
払

機
の
実
証
試
験
❸
を
行
い
、

従
来
の
下
刈
り
に
比
べ
、
誤

伐
の
減
少
と
作
業
時
間
の
４

割
程
度
の
短
縮
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
自
走
式
刈
払
機
の

走
行
に
支
障
の
な
い
伐
根
処

理
や
地
拵
方
法
❹
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

③	

町
有
林
及
び
林
業
事
業
体
の

経
営
林
に
つ
い
て
Ｆ
Ｍ
認
証

を
取
得
し
、
製
材
業
者
が
Ｃ

ｏ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
今
後
は
隠
岐
産
材
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
利
用
拡
大
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

④	

地
域
内
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
向
け
に
、
林
内
に
放
置
さ

れ
て
い
た
林
地
残
材
の
効
率
的
な
搬
出
方
法
の
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
ペ
レ
ッ
ト
発
電
の
検
討
が
な

さ
れ
需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
森
林

資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
林
地
残
材
を
活
か
し
た
流
通
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　
隠
岐
島
後
地
域
の
主
産
業
は
水
産
業
と
農
畜
産
業
で
す
が
、

森
林
資
源
は
豊
富
に
あ
る
た
め
、
島
外
出
荷
も
含
め
た
循
環

利
用
の
拡
大
に
よ
り
、
林
業
も
安
定
的
な
産
業
と
し
て
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
原
木
生
産
や
造
林
の
機
械
化
に

加
え
、
調
査
や
管
理
面
で
も
省
力
化
を
図
り
つ
つ
、
林
業
が

魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
取
組
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

隠岐島後森林組合

㈲酒井材木店 ㈲池田材木店

佐山の里企業組合 ㈱ふせの里

ウッドヒル隠岐

隠岐（しま）の木
出荷共同体
（H26.3）

❸自走式刈払機の能力試験
　（ドヴォラック社（チェコ）spider Pro ILD01）

❹自走式刈払機の走行に配慮した地拵

❷多時期播種実証（令和元年５月撮影）

❶原木島外出荷体制

４月播種
（ハウス、露地）

６月播種
（ハウス、露地）

９月播種
（ハウス、露地）

隠岐の島町木質バイオマス利用推進センター
（ペレット製造工場）

島外出荷のための港土場



木で暮らしと社会を豊かにするモノ・コトを表彰

「ウッドデザイン賞2020」
上位賞（最優秀賞等）の決定！

TOPICS

03

　「ウッドデザイン賞」は、木にまつわる優れたモノ・コトを表彰する制度です。木材の利用拡大のためには、消費者の

皆さんに向けて、木の良さや価値を再発見できる建物、製品、取組などを具体的に提示することが必要との考えから、

2015年度に創設されました。

　第６回目となる今年度は、全国各地から432点の応募があり、書類による１次審査、現物などによる２次審査を経

て、191点の作品が｢ウッドデザイン賞｣を受賞しました。さらに、この受賞作品の中から、最優秀賞（農林水産大臣賞）

１点、優秀賞（林野庁長官賞）９点、奨励賞（審査委員長賞）15点、特別賞（木のおもてなし賞）４点が選ばれました。

  最優秀賞は、「有明体操競技場」が受賞しました。日本の伝統的な木造建築の美しさを醸
かも

しつつ、多くの観客を迎え

入れる競技場の機能性を併せ持った、国際規模のスポーツ競技大会を行う施設です。

　今後も幅広い分野・業種の方々に参加いただき、多様で新しい木のデザインが生み出され、それがモデルケースと

なって木材の利用が更に広がっていくことを期待しています。

　続いて、受賞作品と審査委員会の講評をご紹介します。

● 有明体操競技場
〈ソーシャルデザイン部門　建築・空間分野〉　
㈱日建設計（東京都）、清水建設㈱（東京都）、（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（東京都）

競技エリア天井の木架構の現
あらわ

しなど「質素で潔い建築」が見る者を圧倒し、カラマツの大屋根、スギの外装や観客席などに
日本各地から調達した2,000㎥以上もの木材を使用するなど、日本の「木を使い、木と親しむ文化」の海外への発信を担う
にふさわしい。

最優秀賞（農林水産大臣賞）

ウ ッ ド デ ザ イ ン 賞 2 0 2 0 受 賞 作 品

上位賞受賞作品の詳細や全受賞作品は下記HPでご覧いただけます。

▶ウッドデザイン賞公式HP 

　https://www.wooddesign.jp/

（お問い合わせ）

▶ウッドデザイン賞運営事務局  

　info2020@wooddesign.jp
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ライフスタイルデザイン部門

優秀賞（林野庁長官賞）

ハートフルデザイン部門

ソーシャルデザイン部門

　12月18日（金）に、木材会館（東京都江東区）で上位賞受賞者を対象に開催されました。
表彰式の動画は、令和３年12月17日までの間、下記のURLからご覧いただけます。
URL：https://channel.nikkei.co.jp/d/?p=1218srh&s=2953

表彰式

● Continuum（コンティニューム）
〈建材・部材分野〉
㈱九銘協（福岡県）
斜めに継ぎ合わせた連続性のある木の
意匠が独特の緊張感を生み出し、店舗の
顔となるカウンターに使えばインパク
トがある。店舗設計の視点からも刺激を
もらえる斬新さがある。

● 木硯（もっけん）
〈木製品分野〉
YOAKE（福岡県）ほか
手書き文化の復権と素材としての木の活
用を融合させ、日本文化を再認識させる意
欲的な作品で硯（すずり）の質感がとても
よい。

● CLT PARK HARUMI
〈建築・空間分野〉
三菱地所㈱（東京都）ほか
CLTのショーケースとして子どもや来場者
が木に触れその魅力を感じることができ、
多様な工法による多様な空間、端材を使っ
たテーブルやスツールなど、随所に木を感
じられる仕掛けがある。地域材を活用し、都
心で利用した後は解体・移築して里帰りさ
せる木造建築ならではの独創的な取組。

● 奈良県コンベンションセンター
〈建築・空間分野〉
奈良県（奈良県）ほか
吉野杉集成材と鉄骨ハイブリッド架構
の大屋根広場の大きさと意匠が印象的
な施設で、地域材の多様な活用方法を見
せてくれる魅力的な空間。構造材や内外
装材のみならず、スギ皮和紙や鉋

かんな

くずを
貼ったガラススクリーンなど、アート性
に富んだ多彩な表情が面白い。

● 八ヶ岳カラマツチェンバロ
　 ・プロジェクト
〈コミュニケーション分野〉
㈱八ヶ岳高原ロッジ（長野県）ほか
1960年代前半、33万本のカラマツを植える
ことから始まり、50年余の時を経て日本最大
級の高原リゾートとなった八ヶ岳で、自然、森
林、芸術が織りなす新たな取組。国内屈指の木
造コンサートホールで奏でられるチェンバロ
は、木目を大切にした美しいデザインが特徴。

● 寝室に木材系内装や家具が多いと働
く人の不眠症の疑いが少ないことを
実証：筑波大学睡眠疫学プロジェクト

〈技術・研究分野〉
（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所（茨
城県）ほか
木材利用と健康の関連性を科学的に実証した社
会有用性の高い研究。エビデンスが整うことで、
寝室の家具や内装材に木材を使うことの必然性
がさらに加速されることを期待。

● FLATS WOODS 木場
〈建築・空間分野〉
㈱竹中工務店（東京都）ほか
新開発の木造部材の採用により、簡易かつ
汎用性ある接合や施工方法を確立した社
会提案性の高いチャレンジングな取組。
12階の共用部に各技術や部材をモチーフ
とした家具が配され、利用者が直接、木の
温もりや香りを感じることができる。

● 西脇市立西脇小学校保存・改修
に伴う基本計画および工事

〈建築・空間分野〉
西脇市（兵庫県）ほか
既存木造校舎の改修に、耐震、耐火、バリ
アフリー化や温熱環境への配慮など対
策を実施し、木造建築の価値を再認識さ
せる契機を生む。地域の記憶を留める木
造校舎が次世代に引き継がれ、新たな木
材利用の扉を拓くことを期待。

● 1964東京オリンピックゆかりの木
　 プロジェクト
〈コミュニケーション分野〉
（公財）日本オリンピック委員会（東京都）ほか
ミュージアム天井にゆかりの木の木製ルーバー
が設置され、温かく美しい空間が来場者をもて
なす。年月を可視化する森と木が、オリンピッ
ク・レガシーを次の世代にまた引き継いでくれ
るだろう。
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　近畿中国森林管理局は、２
府 12 県を管轄区域とし、国
有林野 31 万 ha、官行造林地
３万 ha、を管理経営してい
ます。
　管内の森林面積に占める国
有林の割合は、６％と小さく
木材生産量も少ないですが、
都市近郊の森林が多く、景観
保全等の多様な森林整備への
期待が大きいことが特徴で
す。また、本局は大都市（大阪）に立地して
いることから、「森林のギャラリー」を設け、
林業に係る情報発信に力を入れています。
　一方、近年大規模災害にたびたび見舞われ
ており、迅速な災害復旧とともに災害に強い
森林づくりを進め、地域の安心・安全の確保
に取り組んでいます。

管内概要

林
業
の
担
い
手
育
成
へ
の
支
援

林
業
大
学
校
等
と
の
連
携

所 在 地 大阪市北区天
てんまばし

満橋１丁目８番 75 号
区 域 面 積 7,342,393ha うち森林面積 5,092,786ha 国有林野面積 311,000ha

関 係 府 県
14 府県（石川県、福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

近畿中国森林管理局管内
林業大学校等協議会参加学校

ふくい林業カレッジ
みえ森林・林業アカデミー
滋賀もりづくりアカデミー
京都府立林業大学校
兵庫県立森林大学校
奈良県フォレスターアカデミー

（令和3年4月開校予定）
和歌山県農林大学校
にちなん中国山地林業アカデミー
島根県立農林大学校
広島県立庄原実業高等学校

　
我
が
国
の
森
林
資
源
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人

工
林
を
中
心
に
利
用
期
を
迎
え
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
資
源
の
循
環
利

用
を
進
め
る
時
代
が
到
来
し
て
お
り
、
今
後
、

間
伐
や
主
伐
・
再
造
林
等
と
い
っ
た
事
業
量

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
が
少
子
高
齢
化

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
い
る
中
、
林
業
従
事
者
の
数
も
減
少

し
続
け
て
お
り
、
地
域
の
林
業
を
支
え
る
担

い
手
の
確
保
・
育
成
は
、
全
国
的
に
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、近
畿
中
国
地
方
で
は
、近
年
、

若
手
林
業
技
術
者
の
教
育
・
研
修
機
関
で
あ

る
林
業
大
学
校
等
設
立
の
動
き
が
広
が
っ

て
お
り
、
令
和
２
年
12
月
時
点
で
８
校
が
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
た
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
の
も
と
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
森
林
整
備
等
の

取
組
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
担
い
手
育
成

の
場
と
し
て
、
林
業
大
学
校
へ
の
期
待
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
（
以
下
、「
当
局
」

と
い
う
）
で
は
、
こ
れ
ら
の
林
業
大
学
校
等

と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
担
い
手
育
成
の

取
組
の
支
援
を
進
め
て
お
り
、
今
回
は
こ
う

し
た
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

取 組
国有林野事業の

基
礎
デ
ー
タ

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

災害復旧事業（奈良県十津川村）

近畿中国森林管理局管内の林業大学校等

近畿中国
森林管理局
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協
議
会
の
設
置

　
当
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
個
別
の
要
請
に

応
じ
て
、
林
業
大
学
校
等
へ
の
講
師
派
遣

や
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
局
の
管
内
に
は
林

業
大
学
校
等
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
支
援
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
た

め
、
令
和
元
年
度
に
林
業
大
学
校
、
府
県
関

係
者
、森
林
管
理
局
等
を
構
成
員
と
す
る
「
近

畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
林
業
大
学
校
等
協

議
会
」
を
設
置
し
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
す

る
意
見
・
情
報
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

意
見
・
情
報
交
換
会
は
、
各
学
校
の
取
組
内

容
や
当
局
へ
の
要
望
、
当
局
か
ら
の
情
報
提

供
な
ど
を
関
係
者
で
共
有
で
き
る
有
意
義
な

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
協
議
会
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
今
後
は
林
業
大
学
校
等
で
の
開
催
を
検

討
す
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
意
見
交
換
の

場
と
な
る
よ
う
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
当
局
と
各
林
業
大
学
校
等
と
の

１
対
１
の
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
林
業
大
学
校

間
の
水
平
連
携
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

 

協
定
の
締
結

　
地
域
に
お
け
る
林
業
大
学
校
等
と
の
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
か
つ
継
続
的
に

深
め
て
い
く
た
め
、
当
局
管
内
の
森
林
管
理

署
は
、
各
地
の
林
業
大
学
校
等
と
連
携
・
協

力
協
定
を
締
結
し
、
協
定
に
基
づ
い
て
講
師

派
遣
等
の
担
い
手
の
育
成
に
関
す
る
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
協
定
に
基
づ
く
各
署
の
取

組
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
兵
庫
森
林
管
理
署
で
は
、
令
和
２
年
４
月

に
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
お
よ
び
宍
粟
市

の
３
者
に
よ
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
か
ら
造
林
や
保
育
の

実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
令
和

２
年
７
月
に
は
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
伴

う
慶
祝
行
事
の
一
環
と
し
て
募
集
し
て
い
た

「
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
分
収
造
林
」
の
契

約
を
兵
庫
県
と
締
結
し
、
国
有
林
野
を
実
習

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
約
２
ha
の
同
分
収
造
林
地
で
は
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
ほ
か
、
漢
方
等
の
利
用
で
有
益
な

キ
ハ
ダ
を
植
栽
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
大
学
校
と
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関

西
育
種
場
と
が
共
同
で
ヒ
ノ
キ
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
と
キ
ハ
ダ
の
試
験
地
を
設
定
し
、
生
長

量
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
島
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、
令
和
２
年

３
月
に
庄
原
実
業
高
等
学
校
及
び
広
島
県
森

林
組
合
連
合
会
の
３
者
に
よ
る
人
材
育
成
連

携
協
定
を
締
結
し
、
高
校
生
を
対
象
と
す
る

現
地
実
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
森
林
管

理
署
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
職
員
に
よ
る
高
校

生
へ
の
出
前
講
座
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、協
定
に
基
づ
き
、学
校
側
か
ら
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
関
係
者
の
連
絡
調
整
を
進
め

た
結
果
、
令
和
２
年
10
月
、
高
性
能
林
業
機

械
が
稼
働
し
て
い
る
実
際
の
作
業
現
場
の
見

学
を
行
う
な
ど
、
協
定
結
果
が
よ
り
良
い
学

習
機
会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
局
で
は
、
今
後
も
林
業
大
学
校
等
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
国
有
林
野
の
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
ん

だ
若
手
林
業
技
術
者
が
地
域
の
林
業
を
支
え

る
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
よ
う
、
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学校等の名称 国有林野事業との関係
ふくい

林業カレッジ
福井署と連携・協力の協定締結（平成30年6月）。
署長が講義を実施、間伐の現地学習会を実施。

兵庫県立
森林大学校

兵庫署と連携・協力の協定締結（令和2年4月）
兵庫県と分収造林契約を締結した国有林を長期・安定的な実習場所と
して提供。

にちなん中国山地
林業アカデミー

日南町とサポートチーム（鳥取署、森林技術・支援センター等が構成員）
と覚書を締結（平成31年3月）。
局職員が講義を実施、国有林からフィールド提供。

島根県立
農林大学校

島根署と連携・協力の協定締結（平成29年7月）。署長が講義を実施する
とともに、国有林からフィールド提供。
卒業生が林野庁入庁。

庄原実業高等学校 広島北部署・広島県森連と連携・協力の協定締結（令和２年３月）。署長
が講義を実施するとともに、国有林の事業地見学を実施。

写真 2

写真 1

写真 3

写真 4

写真 5

林業大学校等の取組を展示
（近畿中国森林管理局）

林業大学校等協議会での意見交換
（近畿中国森林管理局）
〈令和元年6月10日〉

林業大学校等との協定締結
（兵庫森林管理署）

分収造林地で苗木の植栽
（兵庫森林管理署）

高校生への高性能林業機械実習
（広島北部森林管理署）

林業大学校等との協定一覧



ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

井
い ど が わ

戸川 百
も も か

花

　

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
…

　

こ
の
よ
う
に
情
報
誌
林
野
に
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
の
も
最
後
と
な
り
、
と
て

も
寂
し
い
想
い
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
の
活
動
は
コ
ロ

ナ
禍
の
為
、
思
う
様
に
活
動
出
来
な
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
15
地
方
を
訪
れ
、
各
々
の
木
の
歴
史

文
化
や
森
林
へ
の
取
り
組
み
が
誇
ら
し
く
、

先
人
か
ら
繋つ
な

が
る
皆
様
の
弛
ま
な
い
努
力

に
い
つ
も
感
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

け
も
の
道
を
歩
き
、
林
業
機
械
に
触
れ
、

簡
易
は
し
ご
で
木
に
登
っ
て
枝
打
ち
、
ノ

コ
ギ
リ
で
の
伐
採
、
緑
の
い
い
匂
い
や
木

洩
れ
日
の
温
か
み
に
癒い
や

さ
れ
、
雨
の
降
る

幻
想
的
な
森
で
歌
う
等
の
様
々
な
経
験
か

ら
、
み
ど
り
の
中
は
こ
ん
な
に
も
気
持
ち

の
い
い
奥
深
い
世
界
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
初
め
て
知
り
、
森
林
の
あ
る
べ
き
姿
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
の
森
の
見
方
や
感
じ
方
は
、
勉

強
前
と
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
真
っ
直

ぐ
伸
び
た
杉
林
や
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
足
を

付
け
た
時
の
冷
た
く
て
気
持
ち
良
い
感
触
、

地
面
に
寝
そ
べ
り
空
を
見
上
げ
れ
ば
木
の
偉

大
さ
を
感
じ
ま
す
。
常
に
五
感
を
使
っ
て

様
々
な
音
や
感
触
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

せ
森
を
体
で
感
じ
よ
う
と
し
て
い
る
自
分
が

い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
時
は
、
み
ど
り
を ▲手ノコで間伐体験（北海道苫小牧市）

▲高性能林業機械『フォワーダ』に搭乗！（茨城県）

▲五感で自然を感じて（山梨県山梨市）▲なべくら高原のブナ林にて（長野県飯山市）
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林
の
素
晴
ら
し
さ
を
誰
よ
り
も
感
じ
た
か

ら
こ
そ
、
世
の
中
の
波
に
乗
る
こ
と
で
日

本
中
・
世
界
中
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
実

感
し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

森
林
や
緑
は
、
人
と
人
を
繋
げ
て
く
れ

る
場
所
で
す
。

　

知
ら
な
い
者
同
士
が
い
つ
の
間
に
か
笑

顔
の
絶
え
な
い
、
柔
ら
か
い
空
間
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ

る
不
思
議
な
力
を
持
つ
森
林
。
直
接
的
な

人
と
の
関
わ
り
が
減
少
し
て
い
る
今
、
森

林
は
私
た
ち
の
生
活
に
取
り
入
れ
る
べ
き

環
境
で
あ
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
益
々
展
開
し
て
い
く
場
で
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

無
限
に
広
が
る
森
林
と
の
関
わ
り
方
を

私
達
人
間
そ
れ
ぞ
れ
が
見
つ
け
出
し
、
将

来
は
多
く
の
人
が
緑
と
関
わ
り
を
持
つ
世

界
が
広
が
っ
て
欲
し
い
で
す
。
木
が
溢あ
ふ

れ

る
街
ニ
ッ
ポ
ン
を
夢
見
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

活
動
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

一
年
前
の
自
分
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

程
の
成
長
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
沢
山
の

方
に
出
会
い
、
知
ら
な
い
世
界
を
経
験
し
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
全
て
、
支
え
て
下
さ
る
林
野
庁

や
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
皆
様
、
林
業
関

係
の
皆
様
、
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
の
お

陰
で
す
。
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
の

で
す
が
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
、
こ
の

恩
恵
を
次
に
繋
げ
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
森
林
や
み
ど
り
と
関
わ

り
、
発
展
の
た
め
に
働
き
か
け
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
次
の
み
ど
り
の
女
神
に
し
っ
か

り
と
タ
ス
キ
を
繋
げ
ま
す
。
皆
様
、
ど
う

ぞ
新
女
神
へ
の
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

※
新
し
い
み
ど
り
の
女
神
が
決
ま
る
第
53
回
ミ
ス
日
本

コ
ン
テ
ス
ト
は
３
月
中
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

▲ウッドデザイン賞2020表彰式

▲森林の中でのコンサート（東京あきる野市）

▲これからも森林やみどりのために頑張ります！

愛
す
る
皆
様
の
一
員
に
な
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。

森
林
と
人
々
の
つ
な
が
り
が
も
っ
と
広

が
る
世
の
中
へ

　

今
、
森
林
と
人
の
関
係
性
は
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
森
林
、
緑
に

癒
し
を
求
め
ア
ウ
ト
ド
ア
に
挑
戦
す
る
人

が
増
え
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
新
た
な
建
築
材
と
し

て
注
目
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
今
話
題

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
に
森
林
は
最
も
発
展
可

能
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
少
し

前
ま
で
森
林
と
深
く
関
わ
り
が
な
か
っ
た

自
分
が
森
林
に
足
を
踏
み
入
れ
て
か
ら
森
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検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは

詳しくはこちらをご覧ください
「感染リスクが高まる「５つの場面」」

（内閣官房）
https ://corona.go. jp/
proposal/

新型コロナウイルスについて
https://www.maff.go.jp/
j/saigai/n_coronavirus/
index.html

「５つの場面」に注意しましょう
https://www.maff.go.jp
/j/saigai/n_coronavirus
/5scenes.html

・	専門用語が多くて読みづらい
・	木材を利用した建物をもっと紹介してほしい
・	コロナ渦で抑うつした生活が続いている今、森林セラピー

等の特集に期待しています
・	林業界で活躍する若者にスポットを当ててほしい

※いただいたご感想については、次号でも引き続きご紹介いたします。

マスク着用や三密
（密閉・密集・密接）の
回避を徹底しましょう。

新型コロナの
感染リスクを下げるために
全ての場面で引き続き
守ってほしいこと

換気を良くしましょう
（室内の場合）。

集まりは、少人数・短時間
を心掛けましょう。

大声をださず会話は
できるだけ静かにし
ましょう。

共用施設の清掃・消毒、手
洗い・アルコール消毒を
徹底しましょう。

４
月号

６
月号

10
月号

８
月号

12
月号

「わたしの美
しの森フォトコン

テスト」を拝見して、
日本の森の美しさに
改めて感動しまし

た。

毎 年 の よ う
に大規模な災害が

続き、治山の重要性・
必要性を感じまし

た。

水車を利用し
ての製材を初めて知

りました。動力がノコ
刃にうまく伝わるため
の工夫がすごいと思

いました。

「食育」はよく聞
きますが、「木育」は

初めてです。おもちゃ美
術館は、大人の私でも
行ってみたいなと思

いました。

林業が楽しい
ばかりではなく、いま

だに危険と隣り合わせで
ある事実も知ってもらいた
いと同時に、ドローンの普

及を心待ちにしてお
ります。

いただいたご感想
各号の記事に関して


